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彼の 人の 眠り は、 徐 かに 覚めて 行った。 まつ 黒い 夜の 

よど 

中に、 更に 冷え 圧する ものの 殿んで いるな かに、 目の 

あいて 来る の を、 覚えた ので ある。 

した した した。 耳に 伝うよう に 来る の は、 水の 垂 

れる音 か。 ただ 凍りつ くような 暗闇の 中で、 おのず と 

まつげ ひじ おもむ 

睫と 睫と が 離れて 来る。 膝が、 肱が、 徐ろに 埋れて 

いた 感覚 をと リ 戻して 来る らしく、 彼の 人の 頭に 響い 

て 居る もの —— 。 全身に こわばった 筋が、 僅かな 響き 

を 立てて、 掌 • 足の裏に 到る まで、 ひきつれ を 起し か 



けて いるの だ。 

そうして、 なお 深い 闇。 ぼつち りと 目 を あいて 見廻す 

あつ いわお 

瞳に、 まず 圧し かかる 黒い 巌の 天井 を 意識した。 次 

いで、 氷に なった i 石牀。 両脇に 垂れさが る 荒 石の 壁。 

したした と、 岩 伝う I 卞 の 音。 

時が たった —— 。 眠りの 深さが、 はじめて 頭に 浮んで 

来る。 長い 眠りであった。 けれども 亦、 浅い 夢ば かり 

を 見 続けて 居た 気がする。 うつらう つら 思 つ ていた 考 

えが、 現実に 繫 つて、 ありあり と、 目に 沁みつ いてい 

るよう である。 

みみ ものと じ 

ああ 耳 面 刀自。 



の 姉御。 あのお 人が、 おれ を 呼び！^ けに 来て いる。 

おんかみ 

姉御。 ここ だ。 でもお まえ さま は、 尊い 御 神に 仕え 

ている 人 だ。 おれの からだに、 触って はならない。 

とま 

そこに 居る の だ。 じっと そこに、 踏み 止って 居る の 

だ。 I ああ おれ は、 死んで いる。 死んだ。 殺され 

たの だ。 —— 忘れて 居た。 そうだ。 此は、 おれの 墓 

だ。 

いけない。 そこ を 開けて は。 塚の 通い路の、 扉 を こ 

じる の はおよ し。 …… よせ。 よさない か。 姉の 馬鹿。 

な あんだ。 誰も、 来て は 居なかった の だな。 ああよ 

てんぴ さら- 

かった。 おれの からだが、 天日に 暴され て、 見る 見 



かにう つし 出した。 

足 もとに は、 沢山の 峰が あった。 黒ずんで 見える 峰々 

が、 入りく み、 絡みあって、 深々 と 畝って いる。 其が 

見えたり 隠れたり する の は、 この 夜更けに なって、 俄 

かに出て来た霞の所^！だ。 其が 又、 此 冴え ざえ とした 

月夜 を ほっとり と、 暖かく 感じさせて 居る。 

はやま 

広い 端山の 群った 先 は、 白い 砂の 光る 河原 だ。 目の 下 

遠く 続いた、 輝く 大佩帯 は、 石 川で ある。 その 南北に 

渉って いる 長い 光りの 筋が、 北の 端で 急に 広がって 見 

おおし こうち むら やまあい 

える の は、 凡 河内の 邑の あたりであろう。 其へ、 山間 

を 出た ばかりの 堅 塩 川 I 大和 川 I が 落ちあって 居る の 



だ。 そこから、 乾の 方へ、 光り を 照り返す 平面が、 幾 

つらな くさ かえ ながせえ なにわえ 

つも 列 つて 見える の は、 日 下 江 • 永 瀬 江. 難 波 江な ど 

の 水面であろう 〔# 「あろう」 は 底本で は 「あらう」〕。 

寂 かな 夜で ある。 やがて 鶏鳴 近い 山の 姿 は、 一様に 露 

に 濡れた ように、 しっとりとして 静まって 居る。 谷に 

ちらちら する 雪の ような 輝き は、 目の 下の 山 田 谷に 多 

い、 小 桜の 遅れ 咲きで ある。 

おのかみ めの かみ 

一本の 路が、 真直に 通って いる。 二 上 山の 男 岳. 女 岳 

さか あす 力 

の 間から、 急に 降って 来る ので ある。 難 波から 飛鳥の 

都への 古い 間道な ので、 日に よって は、 昼 は 相応な 人 

通りが ある。 道 は 白々 と 広く、 夜目に は、 芝草の i ズっ 



こ > つ こ * つ こ、 つ こ > つ こ * つ こ > つ 

確かに 人声で ある。 鳥の 夜 声と は、 はっきり かわった 

ひびき ひ 

韻を曳 いて 来る。 声 は、 暫 らく 止んだ。 静寂 は 以前 

に 増し、 冴え返って 張りき つてい る。 この 山の 峰 つづ 

かつらぎ 

きに 見える の は、 南に 幾重 ともなく 重った、 葛 城の 峰々 

ふし ごえ くしら こ ご せ 

である。 伏 越 • 櫛 羅 • 小 巨 勢と 段々 高まって、 果て は 

空の 中に つき 入りそう に、 二 上 山と、 この 塚に のし か 

かる ほど、 真黒に 立ち つづいて いる。 

当 麻路を こちらへ 降って 来る らしい 影が、 見え 出した。 

二つ 三つ 五つ ：：•• 八つ 九つ。 九 人の 姿で ある。 急な 降 

り を 一気に、 この 河内 路へ馳 けおりて 来る。 



九 人 と言うより は、 九 柱の 神であった。 白い 著 物 • 白 

ぃ鬉、 手 は、 足 は、 すべて 旅の 装束で ある。 頭よ リ上 

に 出た 杖 をつ いて —— 。 この 坦に 来て、 森の 前に 立つ 

た。 

こう こう Y J う。 

誰の 口から ともなく、 一時に 出た 叫びで ある。 山々 の 

こだま は、 驚いて 一 様に、 忙しく 声 を 合せた。 だが、 

たちまち そうじょう しじ ま 

山 は、 忽 一時の 騒擾から、 元の 緘黙に 戻って しまつ 

た。 

なんけ いらつ め みたま 

こう。 こう。 お出でな され。 藤 原 南家郎 女の 御 魂。 

こんな 奥山に、 迷うて 居る もので はない。 早く、 も 



との 身に 戻れ。 こう こう。 

お 身 さまの 魂 を、 今、 山たず ね 尋ねて、 尋ね あてた 

おれたち ぞょ。 こう こう こう。 

九つの 杖び と は、 心から 神に なって 居る。 彼ら は、 杖 

を 地に 置き、 鬉を 解いた。 鬟は此 時、 唯 真白な 布に 過 

さば 

ぎなかった。 其 を、 長さの 限リ 振り 捌いて、 一様に 塚 

て. Jpj,^ て 振 つ ..こ。 

こ/つ こ/つ こ < つ。 

こう 言う 動作 をく り 返して 居る 間に、 自然な 感情の 

鬱屈と、 休息 を 欲する からだの 疲れと が、 九 体の 神の 

心 を、 人間に 返した。 彼ら は 見る 間に、 白い 布 を 頭に 



気のお ける 処 ゆえ、 もう 一度、 魂 ごい をして おくま 

ヽゝ 

レ 力 

たまよば 

長老の 語と 共に、 修道 者た ち は、 再 魂 呼い の 行 を 初め 

たので ある。 

こ/つ こ こ-つ。 

おお …… 。 

異様な 声 を 出す もの だ、 と 初めは 誰も、 自分ら の 中の 

一人 を 疑い、 其で も 変に、 おじけ づ いた 心 を 持ち かけ 

て いた。 も 一 度、 

こう こう こ、 つ。 



いらつ め あがな 

た 罪 は、 郎女 自身に 贖わさねば ならなかった。 落慶 

のあった ばかりの 浄域 だけに、 一時 は、 塔 頭 塔 頭の 人 

たちの、 青くな つたの も、 道理で ある。 此は、 財物 を 

施 入す る、 と S がった ぐらいで はす まされぬ。 長期の 物 

忌み を、 寺 近くに 居て 果さ せねば ならぬ と 思った。 其 

で、 今日 昼の 程、 奈 良へ 向って、 早 使い を 出して、 郎 

しさい 

女の 姿が、 寺 中に 現れた ゆく たて を、 仔細に 告げて やつ 

たので ある。 

あんしつ 

其と 共に 姫の 身 は、 此 庵室に 暫 らく 留め置かれる こと 

になった。 たとい、 都からの 迎えが 来ても、 結 界を越 

えた 贖い を果す 日数 だけ は、 ここに 居させよう、 と 言 



た。 どこ やら、 覚えの ある 人の 気がする。 さすがに、 

によしょう 

姫に も 人 懐し かった。 ようべ 家 を 出てから、 女性に は、 

一人 も 逢って 居ない。 今 そこに 居る 姥が、 何だか、 昔 

の 知り 人の ように 感じられ たの も、 無理 はない ので あ 

る。 見覚えの あるよう に 感じた の は、 だが、 其 親しみ 

故 だけではなかった。 

.{B 女 さ ま 

しじ ま かえつ から ごえ 

緘黙 を 破って、 却ても の 寂しい、 乾 声が 響いた。 

郎女 は、 御存じお ざるまい。 でも、 聴いて 見る 気 は 

おあり かえ。 お生れな さらぬ 前の世から のこと を。 

それ を 知 つ た姥 でお ざるが や。 



もまんだ 天 遠し。 大和の国 とり 囲む 青 垣 山で は、 こ 

の 二 上 山。 空行く 雲の 通い路と、 昇り 立って 祈り ま 

した。 その 時、 高 天の 大御祖 のお 示しで、 中 臣の祖 

押 雲 根 命、 天の 水の 湧き 口 を、 此ニ上 山に 八と ころ 

まで 見と どけて、 其 後久し く、 日の み 子 さまのお め 

しの 湯水 は、 代々 の中臣 自身、 此 山へ 汲みに 参り ま 

す。 お聞き及び かえ。 

当 麻 真人の、 氏の 物語りで ある。 そうして 其が、 中臣 

の 神 わざと 繫 りのある 点 を、 座談の ように 語リ 進ん 

だ姥 は、 ふと 口 をつ ぐんだ。 外に は、 瀬 音が 荒れて 聞 

あめの ふた かみ 

えてい る。 中臣. 藤 原の 遠祖が、 天 二 上に 求めた 



ひさかたの 

我が 登り 

とぶ とりの 

ふる 里の 

家 ど y J ろ 

ゆた 

豊 にし 

いや をち 

弥 彼方に 

藤 原の 

遠々 に 

たか，^ に 



天 二 上に、 

見れば、 

あすか 

明日 香 

かむな ぴ ごも 

神 南備山 隠り、 

さは 

多に 見え、 

屋庭は 見 ゆ。 

見 ゆる 家 群 

朝臣が 宿。 

我が 見る もの を、 

我が 待つ もの を、 



もろこし ざ え いた からうた 

唐土の 学芸に 詣り 深く、 詩 も、 此 国で はじめて 作 

られ たは、 大友ノ 皇子 か、 其と も 此ぉ方 か、 と 申し 

伝えられる 御 方。 

近 江の 都 は 離れ、 飛鳥の 都の 再 栄えた その 頃、 あや 

まち も あやまち。 日の み 子に 弓 引く たくみ、 恐し や- 

企て をな される と言う 噂が、 立ちました。 

たかまの はら ひろぬ ひめの みこと 

高天原 広野 姫 尊、 おん 怒り をお 発しに なりまして、 

とうとう 池 上の 堤に 引き出して、 お 討た せに なり ま 

した。 

きわ 

其お 方が お死にの 際に、 深く 深く 思い こまれた 一人 

のお 人が ぉざリ まする。 耳面ノ 刀自と 申す、 



大織 冠のお 娘 御で お ざ ります。 前から 深く お思い 

になって 居た、 と 云う でもありません。 唯、 此郎女 

も、 大 津の宮 離れの 時に、 都へ 呼び返されて、 寂し 

い 暮しを 続けて 居られました。 等しく 大津の 宮に愛 

着 をお 持ち 遊した 右の 御 方が、 I、 -々、 磐 余の 池の 草 

の 上で、 お 命 召される と言う こと を 聞いて、 一目 

見て なごり 惜しみが したくて、 こらえられ なくなり 

ました。 藤 原から 池 上まで、 おひろいで お出でにな 

りました。 小高い 柴の 一 むら ある 中から、 御 様子 を 

窺うて 帰ろうと なされました。 其 時 ちらりと、 か 

のお 人の、 最期に 近いお 目に 止り ました。 其 ひと 目 



ある 神。 其 すら、 其 後、 人の 世に なっても、 氏 貴い 

家々 の 娘 御の 閨の 戸まで も、 忍びよ ると 申します る。 

世に 言う 「天 若み こ」 と言うの が、 其で お ざり ます。 

天 若み こ。 物語りに も、 うき 世 語りに も 申します。 

お聞き及び かえ。 

姥は暫 らく 口 を 閉じた。 そ 〔# 「そ」 は 底本で は 「さ 匕 

うして 言い出した 声 は、 顔に も、 年に も 似ず、 一 段、 

はなやいで 聞え た。 

「も、 つた ふ」 の 歌、 残された 飛鳥の 宮の 執心び と、 

世々 の 藤 原の 一 の 媛に 祟る 天 若み こも、 顔 清く、 声 

心 惹く天 若み この やはり、 一 人で お ざり まする。 



おれ は 5& きた。 

闇い 空間 は、 明りの ような もの を 漂して いた。 併し 其 

もや 

は、 蒼 黒い 靄の 如く、 たなびく ものであった。 

巌 ばかりであった。 壁 も、 牀も、 梁 も、 巌 であった。 

自身のから だすら が、 既に、 巌 になって 居た の だ。 

屋根が 壁であった。 壁が 牀 であった。 巌 ばかり II 。 

触っても 触っても、 巌 ばかりで ある。 手 を 伸す と、 更 

に 堅い 巌が、 掌に 触れた。 脚 を ひろげる と、 もっと 広 

ばんじゃく おもて 

い 磐石の 面が、 感じられた。 

纔か にさす 薄光り も、 黒い 巌 石が 皆 吸いと つたよう に、 

いわむろ 

岩窟の 中に 見える ものはなかった。 唯け はい —— 彼の 



人の 探り 歩く らしい 空気の 微動が あ つ た。 

思い出した ぞ。 おれが 誰だった か、 II 訣 つた ぞ。 

おれ だ。 此 おれ だ。 大津 の宮に 仕え、 飛鳥の 宫に呼 

び 戻された おれ。 滋賀 津彦。 其が、 おれだった の だ。 

歓 びの 激情 を 迎える ように、 岩窟の 中の すべての 突角 

が哮 びの 反響 を あげた。 彼の 人 は、 立って 居た。 一本 

の 木だった。 だが、 其 姿が 見える ほどの、 はっきりし 

まとま 

た 光線はなかった。 明りに 照し 出される ほど、 纏つ 

うつ み 

た 現し 身 を も、 持たぬ 彼の 人であった。 

唯、 岩屋の 中に 矗立 した、 立ち枯れの 木に 過ぎな か つ 

た。 



物々 の 胸 を おちつかせる 様に、 鳴り わたる 鐘の音 だ。 

,1 ばし 白み かかって 来た 東 は、 更に ほの 暗い 明け 昏れ 

の 寂け さに 返った。 

なんけ いらつ め 

南 家の 郎女 は、 一茎の 草の そよ ぎで も 聴き 取れる 

あかつきな みだ 

暁 ffl ぎ を、 自身 擾す こと をすまい と言う 屈に、 見 じろ 

きすら もせずに 居る。 

よる ま いお リ 

夜の 間よりも 暗くな つた 廬の 中で は、 明 王 像の 立ち 

処 さえ 見定められぬ ばかりにな つ て 居る。 

おろし みあかし 

何処から か 吹き こんだ 朝 山嵐に、 御 灯が 消えた ので 

たぎ まかたり うば うずくま 

ある。 当 麻 語部の 姥も、 薄 闇に 蹲 つて 居る ので あろ 

う。 姫 は 再、 この 老女の 事 を 忘れて いた。 



ている ようにし か 見えない。 こんな 事 を、 女人の 身で 

知って 居る 訣 はなかった。 だが、 俊敏な 此旅 びとの 胸 

そう， 一 J う 

に、 其に 似た ほのかな 綜合の、 出来 あがって 居た の は 

疑われぬ。 暫 らくの 間、 その 薄緑の 山 色 を 仰いで 居た。 

其から、 朱塗りの、 激しく 光る 建て 物へ、 目 を 移して 

行った。 

あと 

此 寺の 落慶 供養の あつたの は、 つい 四 五日 前であった。 

とよ 

まだ あの 日の 喜ばしい 騒ぎの 響み が、 どこかに する 様 

ふもと 

に、 麓の 村び と 等に は、 感じられて 居る 程で ある。 

山嵐に 吹き 暴され て、 荒 草深い 山裾の 斜面に、 万 法 蔵 

あお 

院の 細々 とした 御 灯の、 煽られて 居た のに 目 馴れた 人 



その 女人 は、 日に 向って ひたすら 輝く 伽藍の 廻り を、 

残りな く 歩いた。 寺の 南 境-は、 み 墓 山の 裾から、 東へ 

出て いる 長い 崎の 尽きた 所に、 大門 はあった。 其 中腹 

と、 東の 鼻と に、 西 塔. 東 塔が 立って 居る。 丘陵の 道 

をう ねりながら 登った 旅び と は、 東の 塔の 下に 出た。 

雨の 後の 水気の、 立って 居る 大和の 野 は、 すっかり 澄 

わか ひる 

みきって、 若 昼の きらきら しい 景色に なって 居る。 右 

手の 目の 下に、 集中して 見える 丘陵 は 傍 岡で、 ほの ぼ 

のと 北へ 流れて 行く のが、 葛 城 川 だ。 平原の 真中に、 

みみな し やま 

旅 笠 を 伏せた ように 見える 遠い 小山 は、 耳 無の 山で 

うねび やま 

あった。 其 右に 高く つつ 立って いる 深緑 は、 畝 傍 山。 



きになったら、 と言う 考え も、 もう 気に はかから なく 

なって 居る。 乳母が あわてて 探す だろう、 と言う 心が 

かえつ 

起って 来ても、 却て ほのかな、 こみあげ 笑い を 誘う 位 

の 事に なって いる。 

山 はずつ しりと おちつき、 野 は おだやかに 畝って 居る。 

あて 

こうして 居て、 何の 物思いが あろう。 この 貴な 娘 御 は、 

やがて 後 を ふり 向いて、 山の なぞえ について、 次第に 

首 を あげて 行った。 

二 上 山。 ああ この 山 を 仰ぐ、 言い 知らぬ 胸騒ぎ。 —— 

藤 原 • 飛鳥の 里々 山々 を 眺めて 覚えた、 今の 先の 心と 

ときめ 

は、 すっかり 違った 胸の ih き。 旅の 郎女 は、 協 目 も 触 



らず、 山に 見入って いる。 そうして、 静かな 思いの 充 

ちて 来る 満悦 を、 深く 覚えた。 昔び と は、 確実な 表現 

を 知らぬ。 だが si わば、 —— 平野の 里に 感じた 喜び は、 

かこしょう 

過去 生に 向けての もので あり、 今 此山を 仰ぎ見ての 驚 

き は、 未来 世 を 思う 心 躍り だ、 とも 謂えよう。 

塔 はま だ、 厳重に やらい を 組んだ まま、 人の 立ち入り 

いまし 

を禁 めて あった。 でも、 ものに 拘泥す る こと を 教え 

しょじ ゆ-つ 

られて 居ぬ 姫 は、 何時の間にか、 塔の 初 重の 欄干に、 

自分のより かかって 居る のに 気がついた。 そうして、 

しみじみと 山に 見入って 居る。 まるで 瞳が、 吸い こま 

れ るよう に。 山と 自分と に繫る 深い 交渉 を、 又く リ 



良の 家に は、 その 年 は 亦 とりわけ、 寂しい 若葉の 夏が 

来た。 

寂 かな 屋敷に は、 響く 物音 もない 時が、 多かった。 こ 

の 家 も 世間 どおりに、 女 部屋 は、 日 あたりに 疎い 北の 

しとみ ど 

屋 にあった。 その 西側に、 小な 都 戸が あつ 〔# 「つ」 は 

まど 

底本で は 「つ 匕 て、 其 を つきあげ ると、 方 三尺 位な 牕に 

なる ように 出来て いる。 そうして、 其 内側に は、 夏 冬 

なしに 簾が 垂れて あって、 戸の あげて ある 時 は、 外 か 

らの隙 見を禦 いだ。 

それから 外 廻り は、 家の 広い 外郭に なって 居て、 

大炊屋 も あれば、 湯殿 火 焼き 屋な ども、 下人の 住いに 



なった。 二十 部丄 二十 部. 五十部。 心 ある 女た ち は、 

文字の 見えない 自身た ちの ふがいな さ を 悲しんだ。 郎 

女の 苦しみ を、 幾分で も 分ける ことが 出来よう に、 と 

思う からで ある。 

南 家 の 郎 女が 、 宮 から 召される ことになる だろうと 言 

う 噂が、 京. 洛ルに 広がった の も、 其 頃で ある。 屋敷 

中の 人々 は、 上 近く 事え る 人た ちから、 垣 内の 隅に 住 

やっこ め やっこ 

む 奴 隸-婢 奴の 末にまで、 顔 を 輝かして、 此とリ 沙汰 

を 迎えた。 でも 姫に は、 誰 一人 其 を 聞かせる 者が な 

かった。 其 ほど、 此 頃の 郎女は 気む つかしく、 外 目に 

見えて いたので ある。 



ゆく りない 曰が、 半年の 後に 再来て、 姫の 心 を 無上の 

歓喜に 引き立てた。 其 は、 同じ年の 秋、 彼岸 中日の 夕 

方であった。 姫 は、 いっかの 春の 日の ように、 坐して 

いた。 朝から、 姫の 白い 額の、 故 もな くひよ めいた 長 

のち 

い 日の、 後で ある。 二 上 山の 峰 を 包む 雲の上に、 中秋 

の 日の 爛熟した 光りが、 くるめき 出した ので ある。 

雲 は 火と なり、 日 は 八 尺の 鏡と 燃え、 青い 響きの 吹雪 

を、 吹き捲く 嵐 —— 。 

雲が きれ、 光りの しずまった 山の端 は 細く 金の 外輪 を 

なび 

靡かして 居た。 其 時、 男 岳. 女 岳の 峰の 間に、 ありあ 

りと 浮き出た 髪 頭 肩 胸 —— 。 



と —— 音が したたって 居る ではない か。 姫 は 立って、 

手ず から 簾 を あげて 見た。 雨。 

苑の 青菜が 濡れ、 土が 黒ずみ、 やがて は 瓦屋に も、 音 

が 立って 来た。 

姫 は、 立っても # て も 居られぬ、 焦躁に 悶えた。 併し 

日 は、 益々 暗くな リ、 夕暮れに 次いで、 夜が 来た。 

ぼう ビん 

茫然と して、 姫 はす わって 居る。 人声 も、 雨 音 も、 荒 

れ 模様に 加 つ て 来た 風の 響き も、 もう、 姫 は 聞かな か つ 



南 家の 郎 女の 神隠しに 遭った の は、 其 夜であった。 家 

人 は、 翌朝 空が 霽れ、 山々 が なごりな く 見え わたる 時 

まで、 気がつかずに 居た。 横佩墙 内に 住む 限りの 者 は、 

らくちゅう らくがい は 

男 も、 女 も、 上の空に なって、 洛中 洛外 を馳せ 求めた。 

そうした 奔リ 人の 多く 見出される 場処 と言う 場処 は、 

残りな く 捜された。 春 日 山の 奥へ 入った もの は、 伊賀 

境まで も 踏み込んだ。 高 円 山の 墓 原 も、 佐紀の 沼地- 

やま むら 

雑木 原 も、 又は、 南 は 山村、 北 は奈良 山、 泉 川の 見え 

る処 まで 馳せ 廻って、 戻る 者 も 戻る 者 も、 皆 空 足 を 踏 

んで 来た。 



姫 は、 何処 を どう 歩いた か、 覚えがない。 唯 家 を 出て、 

西へ 西へ と迪 つて 来た。 降り募る あらしが、 姫の 衣 を 

濡 した。 姫 は、 誰に も 教わらないで、 裾 を 脛まで あげ 

た。 風 は、 姫の 髪 を 吹き 乱した。 姫 は、 いっとな く、 

髻 をと り 束ねて、 襟から 着物の 中に、 含み 入れた。 

夜中に なって、 風雨が 止み、 星空が 出た。 

姫の 行くて に は 常に、 二つの 峰の 並んだ 山の 立ち姿が 

そび けあな た おそろ 

はっきりと 聳えて 居た。 毛孔の 竪 つような 畏 しい 声 

を、 度々 聞いた。 ある 時 は、 鳥の 音であった。 其 後、 

頻 りなく 断続した の は、 山の 獣の 叫び声であった。 大 

和の 内 も、 都に 遠い 広 瀬. 葛 城 あたりに は、 人 居な ど 



は、 ほんの 忘れ 残りの ように、 山陰な どに ある だけで、 

あらの ほんむら 

あと は 曠野。 それに II 本 村 を 遠く 離れた、 時 はずれ 

の、 人 棲まぬ 田 居ば かりで ある。 

片 破れ 月が、 上って 来た。 其が 却て、 あるいて いる 道 

ほとり すご 

の 辺の 凄 さ を 照し 出した。 其で も、 星 明りで 迪 つて 

居る より は、 よるべ を 覚えて、 足が 先へ 先へ と 出た。 

月が 中天へ 来ぬ 前に、 もう 東の 空が、 ひい わり 白んで 

来た。 

夜の ほのぼの 明けに、 姫 は、 目 を 疑う ばかりの 現実に 

行きあった。 —— 横 佩 家の 侍女た ち は 何時も、 夜の 起 

きぬけに、 一 番 最初に 目撃した 物事で、 日の よしあし 



を、 占って 居る ようだった。 そう 言う 女 どもの ふるま 

いに、 特別に 気は牽 かれなかった 郎女 だけれ ど、 よく 

其 人々 が、 「今朝の 朝 目が よかった から」 「何と言う 情 

ない 朝 目でしょう」 などと、 そわそわと 興奮したり、 

むやみに 塞ぎ こんだり して 居る の を、 見聞きし ていた。 

郎女 は、 生れて はじめて、 「朝 目よ く」 と S ぼった 語 を、 

内容 深く 感じた ので ある。 目の前に 赤々 と、 丹塗りに 

照リ 輝いて、 朝日 を 反射して 居る の は、 寺の 大門で は 

ないか。 そうして、 門から、 更に 中 門が 見と おされて、 

此も おなじ 丹塗りに、 きらめいて 居る。 

山裾の 勾配に 建てられた 堂 . 塔 • 伽藍 は、 更に 奥深く、 



今の 太 上 天皇 様が、 まだ 宮廷の 御 あるじで 居させられ 

た 頃、 八 歳の 南 家の 郎女 は、 童女と して、 初の 殿上 を 

した。 穆々 たる 宫の 内の 明り は、 ほのかな 香気 を 含ん 

で、 流れて 居た。 昼 すら 真 夜に 等しい、 御 帳. € の あた 

リ にも、 尊い み 声 は、 昭 々 と珠を 揺る 如く 響いた。 

物 わきまえ もない 害の、 八 歳の 童女が 感泣した。 

「南 家に は、 惜しい 子が、 女に なって 生れた ことよ」 

と 仰せられた、 と言う 畏れ 多い 風聞が、 暫 らく 貴族た 

ちの 間に、 くり 返された。 其 後 十二 年、 南 家の 娘 は、 

二十に なって いた。 幼い からの 聡さ にかわり はなくて、 

玉. 水精 の 美し さが 益々 加って 来たとの 噂が、 年 一 年 



く 照って 居る 此 小昼に、 又 風が、 ざ わ つき出した。 こ 

の 岡の 崎に も、 見お ろす 谷に も、 其から 二 上 山へ かけ 

ての 尾根 尾根に も、 ちら ほら 白く 見えて、 花の木が ゆ 

すれて 居る。 山の 此方に も 小 桜の 花が、 咲き出し たの 

である。 

此 時分に なって、 奈 良の 家で は、 誰と なく、 こんな 事 

を 考え はじめていた。 此 はきつ と、 里方の 女 たちのよ 

くす る、 春の 野遊びに 出られた の だ。 II 何時からと 

も 知らぬ、 習し である。 春秋の、 日と 夜と 平分す る 其 

頂上に 当る 日 は、 一 日、 日の 影を逐 うて 歩く 風が 行わ 

れて 居た。 どこまでも どこまでも、 野の 果て、 山の 末、 



ひとな が おとどけ 

蘇我臣 一 流れで 最 栄えた 島の 大臣 家の 亡びた 時分から、 

石 城の 構え は禁 めら れ 出した。 

この 国の はじまり、 天から 授けられた と言う、 宮廷に 

みことば 

伝わる 神の 御詞に 背く 者 は、 今 もなかった。 が、 書い 

た 物の 力 は、 其が、 どのように 由緒の ある もので も、 

其 ほどの 威力 を 感じる に 到らぬ 時代が、 まだ 続いて 居 

た。 

たかまの はら ひろぬ ひめの みこと さま おぼしめ 

其 飛鳥の 都 も、 高天原 広野 姫 尊 様の 思 召しで、 其から 

一 里 北の 藤井个 原に 遷 され、 藤 原の 都と 名 を 替えて、 

もろこしよ-つ きらきら 

新しい 唐様の 端正し さを尽 した 宮殿が、 建ち 並ぶ 様 

いまき こ ま またが 

になった。 近い 飛鳥から、 新 渡来の 高麗 馬に 跨って、 



た。 その 四 年 目 思い も かけず、 奈 良の 都に 宫遷 しが 

あった。 ところが まるで、 追つ かける ように、 藤 原の 

もと 

宫は 固より、 目ぬ きの 家並みが、 不意の 出火で、 其 こ 

あとかた そら もの 

そ、 あっと 言う 間に、 痕形 もな く、 空の 有と なって し 

だいじょうがん ぷ 

まった。 もう 此 頃になる と、 太 政官符 に、 更に 厳しい 

一 J と わき 

添書が ついて 出ず とも、 氏々 の 人 は 皆、 目の前の すば 

みは 

やい 人事 自然の 交錯した 転変に、 目を瞠 るば かりで 

あつたので、 久しい 石 城の 問題 も、 其で、 解決が つい 

て 行った。 

うじすじょう 

古い 氏 種 姓 を 言い立てて、 神代 以来の 家職の 神聖 を 

誇った 者 ども は、 其 家職 自身が、 新しい 藤原奈 良の 都 



かった。 淡 海 公の、 小 百年 前に 実行して 居る 事に、 今 

はじめて 自分の 心づ いた 鈍 まし さが、 憤らずに 居られ 

なかった。 そうして、 自分と おなじ 風の 性向の 人の 成 

り 行き を、 まざ まざ 省みて、 慄然と した。 現に、 時に 

誇る 藤 原び とで も、 まだ 昔風の 夢に 泥んで 居た 南 家の 

よこ はき だざいの いんがいの そつ おと 

横 佩 右大臣 は、 さきおととし、 太宰 員外 帥に 貶されて、 

都 を 離れた。 そうして 今 は、 難 波で 謹慎して いるで は 

ないか。 自分の 親 旅人 も、 三十 年 前に 踏んだ 道で ある。 

うじの かみけ あるじ まわ 

世間の 氏 上 家の 主人 は、 大方もう、 石 城な ど 築き 廻し 

て、 大門 小 門を繫 ぐと S ぼった 要害と、 装飾と に、 興味 

を 失い かけて 居る のに、 何とした 自分 だ。 おれ はま だ 



現に、 出来るなら、 宮廷のお 目 こぼし を 頂いて、 石に 

囲われた 家の 中で、 家の 子ども を 集め、 氏人た ち を 召 

び つどえて、 弓 場に 精励 させ、 棒術. 大刀 かきに 出精 

させよう、 と 謂った こと を 空想して 居る。 そうして 

としどし 

年々 頻繁に、 氏神 其 外の 神々 を 祭って いる。 其 度 毎に、 

おおと もの かた リ のみ やっこ おむな つかま 

家の 語部 大 伴 語 造の 嫗 たち を 呼んで、 之に 捉 

むかしよ 

ぇ処 もない 昔 代の 物語り を させて、 氏人に 傾聴 を 強い 

<- つ 

て 居る。 何だか、 空な 事に 力を入れて 居た ように 思え 

てなら ぬ 寂し さ だ。 

ごえん 

だが、 其 氏神 祭り や、 祭りの 後 宴に、 大勢の 氏人の 集 

る こと は、 とりわけ やかましく 言われて 来た、 三 四 年 



と言うが や。 …… けど、 他人に 言わせる と、 —— あ 

れ はもう、 二十 幾年に もなる かい や —— 筑 紫で 伐た 

ぜん だ ざ いのし ように しょうう つ 

れ なされた 前 太 宰少武 I 藤 原広嗣 I の 殿に 生 写 し 

じ や、 とも 言う がいよ。 

わしに は、 どちらと も 言えん がの。 どうで も、 見た 

ことの あるお 人に 似て 居さつ しゃる に は、 似て い 

さ つ しゃ るげ なが …… 。 

何しろ、 此 二つの 天 部が、 互に 敵視す るよう な 目つ き 

で、 睨みあって 居る。 噂 を 気にした 住 侶た ちが、 色々 

に 置き 替えて 見た が、 どの 隅からで も、 互に 相手の 姿 

を、 眦 を 裂いて 見つめて 居る。 とうとう あきらめて ■ 



自然にと り 沙汰の 消える の を 待つ より 為 方がない、 と 

思うよう にな つたと 言う。 

若し や、 天下に 大乱で も 起らなければ ええが II 。 

こんな 萌き は、 何時までも 続きそう に、 時と 共に 倦ま 

ずに 語られた。 

ゆげ しん ぼち 

前少武 殿でなくて、 弓 削 新 発意の 方であって くれれ 

ば、 いっそ 安心 だが な あ。 あれなら、 事 を 起しそう 

な 房 主で もな し。 起した くても、 起せる 身分で もな 

いじ やまで —— 。 

ま-つ；， こ、 

言いたい 傍題な 事 を 言って 居る 人々 も、 たった 此ー つ 

の 話題 を 持ち あぐね 初めた 頃、 噂の 中の 大師 恵 美 朝臣 



に は、 何も 聞き こむ 間の なかった ことまで。 家 持の 

聯想 は、 環の ように 繫 つ て、 暫 らく は 馬の 上から 見る、 

街路 も、 人通り も、 唯、 物と して 通り過ぎる だけで あつ 

た。 

南 家で 持って 居た 藤 原の 氏 上 職が、 兄の 家から、 弟 仲 

麻呂 I 押 勝 I の 方へ 移ろうと している。 来年 か、 

再来年の 枚 岡 祭りに、 参向す る 氏人の 長者 は、 自然 か 

の 大師の ほか、 人が なくなって 居る。 恵 美 家から は、 

嫡子 久須 麻呂の 為、 自分の 家の 第一 嬢 子 を くれと せが 

まれて 居る。 先日 も、 久須 麻呂の 名の 歌が 届き、 自分 

の 方で も、 娘に 代って 返し 歌 を 作って 遣した。 今朝 も 



時の 男が、 皆 持った 心 おどりに、 はなやいだ、 明るい 

気がした。 

だが 併し、 あの 郎女 は、 藤 原 四 家の 系統で 一 番、 神 さ 

びた たち を 持って 生れた、 と S がわれ る 娘 御で ある。 今、 

枚 岡の 御 神に 仕えて 居る 斎き 姫の 罷 める 時が 来る と、 

あの 嬢 子が 替 つて 立つ 害 だ。 其で、 貴い 所からの お 召 

しに も 応じ かねて 居る の だ。 …… 結局、 誰も 彼 も、 あ 

きらめねば ならぬ 時が 来る の だ。 神の 物 は、 神の 物 I 

I。 横 佩 家の 娘 御 は、 神の 手に 落ちつく のだろう。 

きょ 

ほのかな 感傷が、 家 持の 心を浄 めて 過ぎた。 おれ は、 

どうも あきらめが、 よ 過ぎる。 十 を 出た ばかりの 幼 さ 



何時の間にか、 三 条七坊 まで 来て しまって いたので あ 

る。 

おれ は、 こんな 処へ 来ようと 言う 考えはなかった のに 

II 。 だが、 やっぱり、 おれに は まだまだ、 若い 色 好 

みの 心が、 失せないで 居る ぞ。 何だか、 自分で 自分 を 

なだめる 様な、 反省ら しい ものが 出て 来た。 

其に しても、 静か 過ぎる ではない か。 

さようで。 で 御座り ますが、 蒙 女のお 行く え も 知れ、 

乳母 も そちらへ 行った とか、 今 も 人が 申しました か 

ら、 落ちつい たので 御座りましょう。 

詮索ず きそうな 顔 をした 若い 方が、 口を出す。 



はとり 毀 たれた ので ある。 ところが、 其と 時 を 同じく 

もが さ 

して、 瘤瘡が はやり 出した。 越えて 翌年、 益々 盛んに 

なって、 四月 北 家 を 手初めに、 京 家. 南 家と、 主人 か 

ら、 まず 此時疫 に 亡くなって、 八月に はとうとう、 式 

うまかいき よう たお 

家の 宇合 卿まで 仆れ た。 家に、 防ぐ 害の 石 城が 失せ 

たから だと、 天下 中の 人が 騒いだ。 其で また、 とり 壊 

もと 

した 家 も、 ぼつぼつ 旧に 戻したり した ことであった。 

こんな すさまじい 事 も、 あって 過ぎた 夢 だ。 けれども 

まだ、 まざまざと 人の 心に 焼きつ いて 離れぬ、 現の 恐 

しさで あ つ た。 

むら むら 

其 は 其と して、 昔から 家の 娘 を 守った 邑々 も、 段々 え 



たいの 知れぬ 村の 風に 感染け て、 忍び 夫の 手に 任せ 

ほうだい つまどい 

傍題に しょうと している。 そうした 求婚の 風 を 伝えな 

かった 氏々 の 間で は、 此は、 忍び難い 流行であった。 

其で も 男た ち は、 のどかな 風俗 を 喜んで、 何とも 思わ 

ぬよう になった。 が、 家庭の 中で は、 母 • 妻 • 乳母た 

ちが、 いまだに いきり 立って、 そうした 風儀に なって 

行く 世間 を、 呪い やめなかった。 

すくね あそん 

手近い ところで 言うても、 大 伴宿禰 にせよ。 藤 原 朝臣 

にせよ。 そう S ザつ 妻 どい の 式はなくて、 数十 代 宮廷 を 

めぐって、 仕えて 来た 邑々 の あるじの 家筋であった。 

でも 何時か、 そうした 氏々 の 間に も、 妻 迎えの 式に は、 



八 千 矛の 神の みこと は、 とほ，^ し、 高 志の 国に、 

美し 女 を ありと 聞かして、 賢し 女 を ありと 聞して 

から 謡い 起す 神 語 歌 を、 語部に 歌わせる 風が、 次第に 

ひろまって 来る の を、 防ぎと める ことが 出来 なくなつ 

て 居た。 

なんけ いらつ め つまま ひとむれ 

南 家の 郎女 にも、 そう 言う 妻覓ぎ 人が II い や 人 群が 、 

とりまいて 居た。 唯、 あの 型ば かり 取り残された 石 城 

の 為に、 何だか 屋敷へ 入る ことが、 物忌み —— たぶ う 

ひあい さく 

—— を 犯す ような 危殆な 心持ちで、 誰も 彼 も、 柵まで 

又、 門まで 来て は、 かいまみして ひき 還す より 上の 勇 



気が、 出ぬ のであった。 

かよ ぶみ 

通わせ 文 をお こす だけが、 せめても のて だてで、 其 さ 

え 無事に、 姫の 手に 届いて、 見られて いると 言う、 自 

信 を 持つ 人 は、 一人と してなかった。 事実、 大抵、 女 

部屋の 老女た ちが、 引った くって 渡させなかった。 そ 

うした 文のと リ つぎを する 若人 I 若 女房 I を 呼びつ け 

て、 荒け なく 叱って 居る 事 も、 度々 見かけられた。 

おもと 

其方 は、 この 姫様 こそ、 藤 原の 氏神に お仕え 遊ばす、 

とこお とめ 

清らかな 常 処女と 申す の だ、 と言う こと を 知らぬ の 

とが はばか 

かえ。 神の 咎め を 憚る がえ え。 宮 から 恐れ多い お 

召しが あって すら、 ふつに おいらえ を 申し あげぬ の 



も、 それ 故 だと は 考えつか ぬげな。 やくたい 者。 

とつと と 失せた がよ い。 そんな 文と りついだ 手 を、 

率 川の 一 の 瀬で 浄 めて 来く さろう。 罰 知らず が ：•：• _ 

こんな 風に、 わなり つけられた 者 は、 併し、 二人 や 三 

よこ はきけ 

人ではなかった。 横 佩 家の 女 部屋に 住んだり、 通うた 

りして いる 若人 は、 一人残らず 一度 は、 経験した こと 

だと 謂っても、 うそではなかった。 

だが、 郎女 は、 ついに 一度 そんな 事の あった 様子 も、 

知らされずに 来た。 

さえ 

上つ方の 郎 女が、 才を お習い 遊ばす と言う ことが 御 

ちかつ よ しも 

座りましょう か。 それ は 近^、 ずっと 下 ざまのお な 



ごの 致す ことと 承ります。 父君が どう 仰 ろうと も 

父御 様のお 話 は 御 一代。 お 家の 習し は、 神 さまの 

御意 趣、 とお 思いつか わされ ませ。 

おきて うじの かみ 

氏の 捉の 前に は、 氏 上た る 人の 考え を すら、 否みと 

うば 

おす 事 も ある 姥 たちであった。 

其 老女た ち すら、 郎 女の 天稟に は、 舌 を 捲き はじめて 

居た。 

もう、 自身た ちの 教える こと ものうな つた。 

こう 思い出し たの は、 数年 も 前からで ある。 内に 居る 

むさの ちお も つ き ぬ の ま ま はたの さかの えのと じ 

身 狭 乳母 . 桃花 鳥 野 乳母 • 波 田 坂 上 刀自、 皆 故知らぬ 

喜びの 不安から、 歎息し 続けて いた。 時々 伺いに 出る 



一 途に 素直に、 心の底の 美し さが 匂い 出た ように、 静 

かな、 美しい 眼で、 人々 の 感激す る 様子 を、 驚いた よ 

うに 見 まわして 居た。 

其から は、 此 二つの 女手の 「本」 を、 一心に 習いと お 

した。 偶然 は 友 を 誘く ものであった。 一月 も 立たぬ 中 

あすか でら がんこう じ 

の 事で ある。 早く、 此 都に 移って 居た 飛鳥 寺 I 元 興 寺 

かんず そつ 

I から 巻 数が 届けられた。 其に は、 難 波に ある 帥の 殿 

の 立願に よって、 仏前に 読誦した 経文の 名目が、 書 

き 列ね てあつた。 其に 添えて、 一巻の 縁起 文が、 此御 

館へ 届けられ たので ある。 

父 藤 原豊成 朝臣、 亡父 贈 太 政 大臣 七 年の 忌みに 当る 日 



に 志 を 発して、 書き 綴った 「仏 本 伝来 記」 を、 其 後 二 

年 立って、 元 興 寺へ 納めた。 飛鳥 以来、 藤 原 氏と も 関 

係の 深かった 寺な り、 本尊な ので ある。 あらゆる 念願 

と、 報謝の 心 を 籠め たもの、 と言う こと は 察せられる。 

其 一 巻が、 どう 言う 訣か、 一 一十 年 もた つ て ゆく りなく、 

横 佩 家へ 戻って 来たので ある。 

郎 女の手に、 此 巻が 渡った 時、 姫 は 端近く 膝行り 出て、 

元 興 寺の 方 を 礼拝した。 其 後で、 

難 波と やら は、 どちらに 当る かえ。 

と 尋ねて、 示す 方角へ、 き！^ きした 顔 を 向けた。 其 

目から は、 珠 数の 珠の 水精 のよう な 涙が、 こぼれ 出て 



ヽ ヒ o 

其から と言う もの は、 来る日 もく る 日 も、 此元興 寺の 

おおや まと 

縁起 文 を 手写した。 内典. 外典 其 上に 又、 大日 本び と 

なる 父の 書いた 文。 指から 腕、 腕から 胸、 胸から 又 心 

へ、 沁み沁みと 深く、 魂 を 育てる 智慧の 這 入って 行く 

の を、 覚えた ので ある。 

おおや まと ひた かみ うたこと わざ 

大日 本日 高見の 国。 国々 に 伝わる ありと ある 歌 諺、 

もとつ ごと 

又 其 旧 辞。 第一 に は、 中臣の 氏の 神 語り。 藤 原の 家 

の 古物 語り。 多くの 語り 詞を、 絶えて は 考え 継ぐ 如く、 

語り 進んで は 途切れ 勝ちに、 呪々 しく、 くねくね しく、 

独り 語りす る 語部 や、 乳母 や、 嚼母 たちの 唱える 詞が、 



に 匂わした。 

十 一 

ほほき ほほき、，' ほほ ほきい 。 

きのうよりも、 澄んだ よい 日に なった。 春に して は、 

驚く ばかり 濃い 日光が、 地上に かつきり と、 木 草の 影 

を 落して 居た。 ほかほかした 日より なのに、 其 を 見て 

いると、 どこか、 薄ら寒く 感じる ほどで ある。 時々 に 

過ぎる 雲の 翳り もな く、 晴れき つた 空 だ。 高原 を拓ぃ 

て、 間引いた 疎らな 木 原の 上に は、 もう 沢山の 羽虫が 



居る —— 。 悲しい のか、 せつない のか、 何の 考えさえ 

もっかなかった。 唯、 身悶え をした。 すると ふわりと 

からだ は宙に 浮き 上った。 留めようと、 袖 を ふれば 振 

る ほど、 身 は 次第に、 高く 翔り 昇って 行く。 五日 月の 

照る 空まで …… 。 その後、 今の 世まで も、 

ほほき ほほき、，' ほほ ほきい。 

と 鳴いて いるの だ、 と 幼い 耳に 染みつ けられた、 物語 

りの 出 雲の 嬢 子が、 そのまま、 自分で あるよう な 気が 

して 来る。 

しず もろ そで 

郎女 は、 徐 かに 両袖 を、 胸の あたりに 重ねて 見た。 家 

に 居た 時より は、 襄れ、 皺 立って いるが、 小鳥の 羽に 



は、 なって 居なかった。 手 を あげて 唇に 触れて 見る と、 

喙 でもなかった。 やっぱり、 ほっとり とした 感触 を、 

指の 腹に 覚えた。 

ほほき 鳥 I 鶯 I になって 居た 方が よかった。 昔語りの 

しもと はら 

嬢 子 は、 男 を 避けて、 山の 楚原 へ 入り込んだ。 そうし 

て、 飛ぶ 鳥に なった。 この 身 は、 何とも 知れぬ 人の 

おもかげ 

悌 にあく がれ 出て、 鳥に もなら ずに、 ここに こうし 

ちょ-つ とり 

て 居る。 せめて 蝶 飛 虫に でも なれば、 ひらひらと 空に 

舞いの ぼって、 あの 山の頂へ、 俤 びと をつ きとめに 行 

こ、 つもの 。 

ままき まほき、，'。 



の 家の 女 部屋 は、 裏方 五つ 間 を 通した、 広い もので あつ 

た。 郎 女の 帳 台の 立ち 処を 一番 奥に して、 四つの 間に、 

刀自. 若人、 凡 三十 人 も 居た。 若人 等 は、 この頃、 氏々 

の 御館です る こと だと 言って、 苑の 池の 蓮の 茎 を 切つ 

て 来て は、 藕糸を 引く 工夫に、 了む になって 居た。 横 

佩 家の 池の 面 を 埋める ほど、 珠を 捲いたり、 解けたり 

しとみ 

した 蓮の 葉 は、 まばらに な つ て、 水の 反射が *s を 越し 

て、 女 部屋まで 来る ばかりに なった。 茎 を 折って は、 

繊維 を 引き出し、 其 片糸を 幾 筋 も 合せて は、 糸に 蹉る。 

郎女 は、 女た ちの 凝って いる 手芸 を、 じっと見て 居る 

日 もあった。 ほうほうと 切れて しまう 藕糸 を、 八 合- 



つむ た ひとまと 

こうして 績ぎ蓄 めた 藕糸 は、 皆 一纏めに して、 寺々 に 

それ それ ぎじょ 

納めようと、 言う ので ある。 寺に は、 其々 の 技 女が 居 

もろこしよう てんじく ふう 

て、 其 糸で、 唐土 様 と言うよりも、 天竺 風な 織物に 織 

りあげる、 と言う 評判であった。 女た ち は、 唯 功徳の 

為に 糸を績 いでいる。 其で も、 其が 幾 かせ、 幾た まと 

たま あいちゃく 

言う 風に 貯 つて 来る と、 言い知れぬ 愛 著 を 覚えて 居た _ 

だが、 其が ほんと は、 どんな 織物に なること やら、 其 

処ま では 想像 も 出来な かった。 

若人た ち は 茎 を 折って は、 巧みに 糸 を 引き 切らぬ よう 

に、 長く 長く と抽き 出す。 又 其、 粘り気の 少 いさくい 

もの を、 まるで 絹糸 を槎り 合せる ように、 手際よ く 糸 



にす る 間 も、 ちっとで も 口 やめる 事な く、 うき 世 語り 

など をして 居た。 此は 勿論、 貴族の 家庭で は、 出来ぬ 

捉 になって 居た。 なって は 居ても、 物 珍です る 盛り 

の 若人た ちに は、 口 を 塞いで 緘黙 行 を 守る こと は、 死 

ぎよ-つ 

ぬよりも つらい 行であった。 刀自ら の 油断 を 見て は、 

ぼつぼつ 話 をして いる。 其 きれぎれが、 聞こうと も 思 

わぬ 郎 女の 耳に も、 ぼつぼつ 這-^ つて 来 勝ちな ので 

あった。 

ほけ きょ-つ ほけきょう 

鶯の 鳴く 声 は、 あれで、 法華経 法華経 と言うの じ や 

て —— 。 

ほう、 どうして、 え 。 



いらつ め はさ 

郎 女に は、 いっか 小耳に 挿んだ 其 話が、 その後、 何時 

まで も 消えて 行かなかった。 その 頃ち ようど、 

しょうさん じょうどぶ つしょう じゅぎょう おこ 

称讃 浄土 仏 摂受経 を、 千 部 写そうと の 願 を 発して 

居た 時であった。 其が、 はかどらぬ。 何時までも 進ま 

ぼう よばなし まぎ 

ぬ。 茫 とした 耳に、 此 世話が 再 また、 紛れ 入って 来た 

のであった。 

ふっと、 こんな 気がした。 

おんき よ-つ 

ほほき 鳥 は、 先の世で、 御 経 手写の 願 を 立てながら、 

ぇ果 さいで、 死にで もした、 いとしい 女子が なった 

ので はなかろう か。 …… そう 思えば、 若し や 今、 千 

たま 

部に 満たずに しまうよ うな ことがあったら、 我が 魂 



は 何になる こと やら。 やっぱり、 鳥 か、 虫に でも 生 

れて、 切なく 鳴き 続ける ことであろう。 

ついに 一度、 もの を 考えた 事 もない のが、 此 国の あて 

人の 娘であった。 磨かれぬ 智慧 を 抱いた まま、 何も 知 

らず 思わずに、 過ぎて 行った 幾 百年、 幾 万の 貴い 女性 

の 間に、 蓮の 花が ぼつち りと、 t 含 を 擡げた ように、 

物 を 考える こと を 知り 初めた 郎 女であった。 

おれよ。 鶯ょ。 あな 姦ゃ。 人に、 物思い をつ けく さ 

る。 

荒々 しい 声と 一し よに、 立って、 表 戸と 直角に なった 

しとみ ど たぎ まの かた リ おむな 

草 壁の 都 戸 を つきあげ たの は、 当 麻 語部の 媼 である。 



まど しの だけ 

北側に 当る らしい 其 外側 は、 牕を 圧する ばかり、 篠竹 

が繁 つて 居た。 沢山の 葉 筋が、 日 をす かして 一時にき 

ら きらと、 光って 見えた。 

郎女 は、 暫 らく 幾 本と も 知れぬ その 光りの 筋の、 閃き 

まぶた 

過ぎた 色 を、 瞼の 裏に、 見つめて 居た。 おとといの 日 

の 入り 方、 山の端に 見た 輝きが、 思わずに は 居られな 

かった からで ある。 

いっとき い おりど-つ 

また 一時、 廬堂を 廻って、 音す る もの もなかった。 日 

た こびる ぬく 

は 段々 闌 けて、 小昼の 温みが、 ほの 暗い 郎 女の 居処に 

も、 ほっとり と 感じられて 来た。 

寺の 奴が、 三 四 人 先に 立って、 僧綱が 五六 人、 其に、 



大勢の 所 化た ちのと リ 捲いた 一群れが、 廬へ 来た。 

これが、 古山 田 寺 だ、 と 申します。 

勿体ぶった、 しわがれ 声が 聞え て 来た。 

そんな 事 は、 どうで も —— 。 まず、 郎女 さま を —— . 

嚙 みつくよう にあせ つて 居る 家 長老 額 田 部 子 古の がな 

リ声 がした。 

同時に、 表 戸 は 引き剥がされ、 其に 隣った、 幾つかの 

竪薦を ひきちぎる 音が し た 。 

ずう と 這い 寄って 来た 身 狭 乳母 は、 郎 女の 前に 居た け 

を聳 かして、 掩ぃ になった。 外 光の 直射 を 防ぐ 為と、 

あてび と 

一 つ は、 男た ちの 前、 殊に は、 庶民の 目に、 貴人の 姿 



さら とも けにん 

を 暴すまい、 とする のであろう。 伴に 立って 来た 家人 

の 一人が、 大きな 木の叉 枝 をへ し 折って 来た。 そうし 

まきぎ ぬ 

て、 旅 用意の 卷帛 を、 幾 垂れ か、 其 場で 之に 結び 下げ 

ゆか たつば リ きちょう 

た。 其を牀 にっき さして、 即座の 竪椎 I 几帳 I は 調つ 

た。 乳母 は、 其 前に 座 を 占めた まま、 何時までも 動か 

なかった。 

十二 

怒りの 滝の ようになった 額 田 部 子 古 は、 奈 良に 還って、 

公に 訴える と 言い出した。 大和 国に も 断って、 寺の 奴 



や、 奴隸の 人数 を 揃えて、 妨げましょう。 併し、 御 

館のお 勢いに は、 何程の 事で も 御座り ませぬ。 では 

御座ります るが、 お前 さまのお 考え を 承らずに は、 

何とも 計い かねます る。 御 思案お 洩し 遊ばされ。 

si わば、 難題で ある。 あて 人の 娘 御に、 出来よう 害の 

ない 返答で ある。 乳母 も、 子 古 も、 凡 は 無駄な 伺いだ、 

と 思って は 居た。 ところが、 郎 女の 答え は、 木魂 返し 

の 様に、 躊躇う ことなし にあった。 其 上、 此 ほど はつ 

きりとした 答え はない、 と 思われる 位、 凛と していた。 

其が、 すべての 者の 不満 を 圧倒した。 

姫の 咎は、 姫が 贖う。 此寺、 此ニ上 山の 下に 居て、 



身の 償い、 心の 償いした、 と 姫が 得心す るまで は、 

還る ものと は 思 やるな。 

郎 女の 声. 詞を 聞かぬ 日 はない 身 狭 乳母で はあった。 

だが ついし か此 ほどに、 頭の 髄 まで 沁み 入る ような、 

さえ ざえ とした 語 を 聞いた ことのない、 乳母 だ つ た。 

寺 方の 言 い 分に 譲るな ど 言う 問題 は、 小い 事であった。 

此 爽やかな 育ての 君の 判断力と、 惑いな き詞に 感じて 

しまった。 ただ、 涙。 こうまで 賢し い 魂 を 窺い 得て、 

頰に 伝う もの を 拭う こと も 出来なかった。 子 古に も、 

郎 女の 詞を 伝達した。 そうして、 自分の まだ 曾て 覚え 

たことの ない 感激 を、 力 深く つけ 添えて 聞かした。 



に 叫びながら、 郎 女の 竪帷に 向けて、 庭から 匍 伏した。 

子 古の 発った 後 は、 又の どかな 春の 日に 戻った。 悠々 

と 照り 暮す 山々 を 見せましょう、 と 乳母が 言い出した。 

木立ち. 山陰から 盗み見す る 者の ないように、 家人ら 

を、 一町 ニー 町 先まで 見張りに 出して、 郎女 を、 外に 

誘い出した。 

暴風雨の 夜、 添 下 • 広 瀬. 葛 城の 野 山 を、 かちあるき 

した 娘 御ではなかった。 乳母と 今一 人、 若人の 肩に 手 

を 置きながら、 歩み 出た。 日の 光り は、 霞み もせず、 

陽炎 も 立たず、 唯お どんで 見えた。 昨日 跳め た 野 も、 

斜 になった 日 を 受けて、 物の 影が 細長く 靡いて 居た。 



青 垣の 様に とりまく 山々 も、 愈々 遠く 裾を曳 いて 見え 

すみれ 

た。 早い 董 I げんげ I が、 もう ちら ほら 咲いて いる。 

遠く 見る と、 その 赤々 とした 紫が 一 続きに 見えて、 夕 

焼け 雲が おりて 居る ように 思われる。 足 もとに 一 本、 

いらつ め くさむら 

おなじ 花の 咲いて いるの を 見つけた 郎女 は、 膝 を 叢 

について、 じっと 眺め 入った。 

これ はえ —— 。 

すみれ、 と 申す とのこと で 御座ります。 

こう 言う 風に、 物 を 知らせる のが、 あて 人に 仕える 人 

しきた 

たちの、 為来りに なって 居た。 

はちす 

蓮 の 花に 似て いながら、 も つ と 細やかな、 —— 絵に 



ある 仏の 花 を 見る ような 。 

ひとり 言しながら、 じっと見 ている うちに、 花 は、 広 

- つてな 

い 萼 の 上に 乗った 仏の 前の 大きな 花に な つ て 来る。 

其が また、 ふっと、 目の前の ささやかな 花に 戻る。 

ひや 

夕風が 冷つ いて 参ります。 内へ と 遊ばされ。 

乳母が 言った。 見渡す 山 は、 皆 影 濃く あざやかに 見え 

て 来た。 

なぎ 

近々 と、 谷 を 隔てて、 端山の 林 や、 崖の 幾重 も 重った 

おのかみ 

上に、 二 上の 男 岳の 頂が、 赤い 日に 染 つて 立って いる。 

今日は、 又 あまりに 静かな 夕で ある。 山 もの どかに、 

夕 雲の 中に 這 入って 行こうと している。 



ぱいであった。 今日 も 其 続き を、 くわしく 見た。 

なごり 惜しく 過ぎ行く 現し 世の さまざま。 郎女 は、 今 

目 を 閉じて、 心に 一 つ 一 つ 収め こもうと して 居る。 ほ 

のかに 通り 行き、 将 著しく はためき 過ぎた もの —— 。 

宵闇の 深くなら ぬ 先に、 Ig のま わり は、 すっかり 手 入 

れ がせられ て 居た。 灯台 も 大きな の を、 寺から 借りて 

来て、 煌々 と、 油 火が 燃えて 居る。 明 王 像 も、 女人の 

お出での 場処に は、 すさまじい と言う 者が あって、 ど 

こかへ 搬んで 行かれた。 其よりも、 郎 女の 為に は、 帳 

台の 設備 われて いる 安らか さ。 今宵 は、 夜 も、 暖かで 

あった。 椎帳を 周ら した 中 は、 ほの 暗かった。 其で も、 



吹きつける 風に 散る。 其で も、 玉 を 拾い 続ける。 玉 は 

みがく 

水 隠れて、 見えぬ 様になって 行く。 姫 は 悲し さに、 も 

ろ 手 を 以て 掬おうと する。 掬んでも 掬んでも、 水の よ 

たな また 

うに、 手 股から 流れ 去る 白玉 II 。 玉が 再、 砂の 上に 

あ つ-- こ Y 一 

つぶつぶ 並んで 見える。 忙しく 拾おうと する 姫の 

うつむ 

俯いた 背 を 越して、 流れる 浪が、 泡立って とおる。 

姫 は —— やっと、 白玉 を 取り あげた。 輝く、 大きな 玉。 

そう 思うた 剎那、 郎 女の 身 は、 大浪 にう ち仆 される。 

浪に 漂う 身 …… 衣 もな く、 裳 もない。 抱き 持った 等身 

の 白玉と 一 つに、 水の 上に 照り 輝く 現し 身。 

み なぞ こ み づ 

ずんずんと、 さがって 行く。 水底に 水漬く 白玉なる 郎 



女の 身 は、 やがて 又、 一幹の 白い 珊瑚の 樹 である。 脚 

を 根、 手 を 枝と した 水底の 木。 頭に 生い 靡く の は、 玉 

藻であった。 玉藻が、 深海のう ねりの ままに、 揺れて 

居る。 やがて、 水底に さし 入る 月の 光り —— 。 ほっと 

息をついた。 

まるで、 潜き する 海女が 二十 尋. 三十 尋の 水底から 浮 

び 上って 嘯く 様に、 深い 息の 音で、 自身 明らかに 目が 

覚めた。 

たぎ ま 

ああ 夢だった。 当 麻まで 来た 夜道の 記憶 は、 まざ まざ 

と 残って 居る が、 こんな 苦し さは 覚えなかった。 だが 

やっぱり、 おとといの 道の 続き を迪 つて 居る らしい 気 



力す る 

水の面 からさし 入る 月の 光り、 そう 思うた 時 は、 ずん 

ずん 海面に 浮き出て 来た。 そうして 悉 く、 跡形 もな 

い 夢だった。 唯、 姫の 仰ぎ 寝る 頂 板に、 ああ、 水に さ 

し 入った 月。 そこに 以前の ままに、 幾つ も 暈の 畳まつ 

た 月輪の 形が、 揺め いて 居る。 

のうのう 阿弥陀 ほとけ …… 。 

再、 口に 出た。 光りの 暈 は、 今 は 愈 々明り を 増して、 

くまぐま 

輪と 輪との 境の 隈々 しい 処ま でも 見え 出した。 黒ずん 

だり、 薄暗く 見えたり した 隈が、 次第に 凝り 初めて、 

明るい 光明の 中に、 胸 二 肩. 頭. 髪、 はっきりと 形 を 



げん ぬ きょ 

現じた。 白々 と袒 いだ 美しい 肌。 浄く 伏せた まみが、 

郎 女の 寝姿 を 見お ろして 居る。 かの 曰の 夕、 山の端 

おもかげ 

に 見た 俤 びと —— 。 乳の あたりと、 膝元と にある 手 

および 

II その 指、 白玉の 指。 姫 は、 起き直った。 天井の 光 

りの 輪が、 元の ままに、 ただ 仄かに、 事 もな く 揺れて 

居た。 

十四 

うまび と やっこ 

貴人 はう ま 人 どち、 やっこ は奴隸 どち、 と言うから 

の —— 。 



どうも、 そうは 思われぬ。 同じ、 かたどって 作るなら、 

とつい 聯想が 逸れて 行く。 八 年 前、 越 中国から 帰った 

当座の、 世の中の 豊かな 騒ぎが、 思い出された。 あれ 

からすぐ、 大仏 開眼 供養が 行われた のであった。 其 時、 

近々 と 仰ぎ奉った 尊容、 八十 種 好 具足した、 と S ぼ われ 

る 其 相好が、 誰 やら に似てい る、 と 感じた。 其が その 

時 は、 どうしても 思い 浮ばずに しまった。 その 時の 印 

象が、 今 ぴったり、 的に あてはまって 来たので ある。 

こうして 対い あって 居る 主人の 顔な り、 姿な りが、 其 

まま あの 盧遮那 ほとけの 俤だ、 と 言って、 誰が 否もう。 

お 身 も、 少し 咄 したら、 ええで はない か。 官位 はこ 



な 心で 居させた いもの じ や。 第一 其が、 われわれ 男 

の 為 じ やて。 

家 持 は、 此 了解に 富んだ 貴人に 向って は、 何でも 言つ 

てよ い、 青年の ような 気が 湧いて 来た。 

さよう さよう。 智慧 を 持ち 初めて は、 あの 欝ぃ女 

部屋に は、 じっとして 居 ませ ぬげな。 第 一、 

よこ はき かき つ 

横佩墙 内の I 

此 はいけ ぬ、 と 思った。 同時に、 此 臆れ た 気の 出る の 

ひく けおと 

が、 自分 を卑 くし、 大伴氏 を、 昔の 位置から 自ら 蹶落 

す 心なの だ、 と 感じる。 

え え え え 

好、 好。 遠慮 はやめ やめ。 氏 上 づき あいじ や もの。 



ほい 又 出た。 おれ はま だ、 藤 原の 氏 上に 任ぜられた 

訣 じゃあ、 なかった つけの。 

瞬間、 暗い 顔 をした が、 直に さっと 眉の 間から、 輝き 

が 出て 来た。 

身の 女 IIT が 神隠しに おうた あの 話 か。 お 身 は、 あの 

謎 見たい ないき さつ を、 そう 解る かね。 ふん。 いや 

おもしろい。 女 姪の 姫 も、 定めて 喜ぶ じ やろう。 実 

はこれ まで、 内々 消息 を 遣して、 小 あたりに あたつ 

て 見た、 と言う 口 かね、 お 身 も。 

大きに。 

今度 は 軽い 心持ちが、 大胆に 押 勝の 話 を 受けと めた。 



お 身 さまが 経験ず み じ やで、 其で、 郎 女の 才 高さと、 

男択 びす る y J とが 訣り ますな —— 。 

此は —— 。 額 ざまに 切りつ ける ぞ —— 。 免せ 免せ と 

言う ところ じ やが、 —— あれ はの、 生れ だち から 違 

ひらお か いつ ひめ 

う ものな。 藤 原の 氏 姫 じ やからの。 枚 岡の 斎き 姫に 

あがる 宿世 を 持って 生れた 者 ゆえ、 人間の 男 は、 弾 

く、 弾く、 弾きとば す。 近よ るまい ぞょ。 はは はは 

は。 

大師 は、 笑い を ぴたりと 止めて、 家 持の 顔 を 見ながら、 

きまじめな 表情に なった。 

じ やが どうも —— 。 聴き 及んでの ことと 思う が、 家 



出の 前まで、 阿弥陀経の 千 部 写経 をして 居た と言う 

がつ-きろん 

し、 楽毅 論から、 兄の 殿の 書いた 元 興 寺 縁起 も、 其 

前に 手習いしたら しいし、 まだまだ 孝経な ど は、 こ 

れぼ つちの 頃に 習うた、 と 言 うし、 なかなかの 

女 博士での。 楚辞 や、 小説に うき 身 を やつす 身 や、 

かいこ ぼちお なご 

お 身 は 近 よれぬ わのう。 霜月 • 師走の 垣 毀 雪女 じ や 

おみな ご 

もの。 —— どうして、 其 だけの 女子が、 神隠しな ど 

に 逢おう かい。 

第一、 場処 が、 あの 当 麻で 見つかつ たと 言います か 

らの —— 。 

併し 其 は、 藤 原に 全く 縁の ない 処 でもない。 



こんな 話 は、 よそ ほかの 氏 上に 言うべき ことで ない 

が、 兄 公 殿が ああして、 此先 何年、 難 波に いても、 

おもて 

太宰府に 居る と言うが 表面 だから、 氏の 祭り は、 枚 

まわ 

岡 • 春 日と、 ニ処に 二度ず つ、 其 外、 週り 年に は、 

あずま じ もと やしろ 

時々 鹿 島. 香 取の 東路の はてに ある 旧 社 の 祭りまで、 

此方で 勤めねば ならぬ。 実際よ そ ほかの 氏 上よりも、 

此方の 氏 助 ははたら いている の だが、 —— だから、 

自分で、 氏 上の 気持ちに なったり する。 —— もう 一 

層な つてし まう かな。 お 身 はどう 思う。 こり や、 答 

える 訣 にも 行くまい。 氏 上に 押し 直ろうと したと こ 

ろで、 今の 身の 考え 一 つ を抂げ させる もの はない。 



様に、 四 流に も 岐れて 栄えて いる。 もっと ある ぞ I 

I。 なに、 庭な どに よる もの じ やない わ。 

恃む 所の 深い 此 あて 人 は、 庭の 風景の、 目立った 個処 

やまと もろこし わた 

個処を 指摘しながら、 其 拠る 所 を、 日本. 漢土に 渉つ 

て 説明した。 

わらわ 

長い 廊を、 数人の 童が 続いて 来る。 

日ず かしです。 お召し あがり 下されましょう。 

改 つて、 簡単な 饗応の 挨拶 をした。 まろう どに、 早く 

酒を献 じなさい、 と 言って いる 間に、 美しい 采 女が、 

盃を 額より 高く 捧げて 出た。 

おお、 それだけ 受けて 頂けば よい。 舞いぶ り を 一 つ、 



て、 後に すわろう とする の だ、 と言う 奴が あると い 

の —— 。 やっぱり 「奴 はやつ こどち」 じ やの。 そう 

思うよ。 時に 女 姪の 姫 だが II 。 

さすがの 聡明 第一 の 大師 も、 酒の 量は少 かった。 其が、 

今日は 幾分い けた、 と 見えて、 話が 循環して 来た。 家 

いどぐち 

持 は、 一度 はぐら かされた 緒 口に、 とりついた 気で、 

よこ はき かき つ 

横佩墙 内の 郎女 は、 どうなる でしよう。 社. 寺、 そ 

れ とも 宫 —— 。 どちらへ 向いても、 神 さびた 一生。 

あったら 惜しい もので おあり だ。 

気にするな。 気にするな。 気にした とて、 どう 出来 

る もの か。 此は —— もう、 人間の 手へ は、 戻らぬ か 



むらと 雲の ように、 動く ものが ある。 黄金の 蕋を ふり 

わける。 其 は 黄金の 髪で ある。 髪の 中から 句い 出た 荘 

厳な 顔。 閉じた 目が、 憂い を 持って、 見お ろして 居る。 

ああ 肩 . 胸 . 顕 わな 肌。 —— 冷え冷え とした 白い 肌。 

おお おいとおしい。 

郎女 は、 自身の 声に、 目が 覚めた。 夢から 続いて、 口 

は 尚 夢の ように、 語を逐 うて 居た。 

おいとおしい。 お 寒かろう に —— 。 

十六 



立って 棄て 置かれぬ ものに 見えて 来た。 太宰府から は、 

軍船 を 新造して 新羅 征伐の 設け をせ よ、 と言う 命のお 

降し を、 度々 都へ 請うて おこして 居た。 此 忙しい 時に、 

だざい いんがいの そつ よこ はきけ 

偶然 流人 太宰 員外 帥と して、 難 波に 居た 横 佩 家の 豊成 

は、 思いが けぬ 日々 を 送らねば ならなかった。 

都の 姫の 事 は、 子 古の 口から 聴いて 知った し、 又、 京- 

難 波の 間 を 往来す る 頻繁な 公私の 使いに、 文 を こ とづ 

てる 事 は 易かった けれども、 どう 処置して よい か、 途 

方に 昏れ た。 ちょっと 見 は 何でもない 事の 様で、 実は 

重大な、 家の 大事で ある。 其 だけに、 常の 優柔不断な 

心 癖 は、 益々 つのる ばかりであった。 



寺々 の 知 音に 寄せて、 当 麻 寺へ、 よい 様に 命じて くれ 

る 様に、 と 書いても やった。 又 処置 方に ついて 伺うた 

横佩墙 内の 家の 長老. 刀自た ちへ は、 ひたすら、 汝等 

いらつ め 

の 主の 郎女を 護って 居れ、 と言うよ うな、 抽象 風な こ 

と を、 答えて 来たりした。 

次の 消息に は、 何かと 具体した 仰せつ けが あるだろう、 

と 待って 居る 間に、 日が 立ち、 月が 過ぎて 行く ばかり 

である。 其 間に も、 姫の 失われた と 見える 魂が、 お 身 

に 戻る か、 其 だけの 望みで、 人々 は、 山村に 止って 居 

た。 物思いに、 屈託ば かり もして 居ぬ 若人た ち は、 も 

う 池の ほとりに おり 立って、 伸びた 蓮の 茎 を 切り 集め 



く、 こう 言う 若人 をお き あてた 家 は、 一 つのよ い 見て 

くれ を 世間に 持つ 事になる の だ。 一般に、 染め や、 裁 

ち 縫いが、 家々 の 顔 見合わぬ 女 どうしの 競技の ように、 

もてはやされた。 摺リ 染め や、 檮ち 染めの 技術 も、 女 

たちの 間に は、 目立たぬ 進歩が 年々 にあった が、 浸で 

染めの 為の 染料が、 韓の 技工 人の 影響から、 途方 もな 

く 変化した。 紫と S ぼっても、 茜と 謂っても 皆、 昔の 様 

な、 染め 漿の 処置 はせ なくなった。 そうして、 染め 

上リ も、 艷々 しく、 はでな ものに なって 来た。 表向き 

は、 こうした 色の 禁令が、 次第に 行き わたって 来たけ 

れど、 家の 女 部屋まで は、 官の目 も 届く はず はな かつ 



におり たったと 見えて、 泥 だらけに なって、 若人た ち 

十数 人 は 戻って 来た。 皆 手に 手に、 張り切って 発育し 

た、 蓮の 茎 を 抱えて、 廬の 前に 並んだ のに は、 常々 く 

すりと も 笑わぬ 乳母 たちさえ、 腹の 皮 をよ つて、 切な 

がった。 

ごろう 

郎女 様。 御覧 じ ませ。 

竪帳を 手での けて、 姫に 見せる だけが、 やっとの こと 

であった。 

Hd う 

何が 笑うべき もの か、 何が 憎む に 値する もの か、 一切 

じょうろう うらやま 

知らぬ 上 藤 に は、 唯 常と 変った 皆の 姿が、 羨 しく 思 



全く 些 しの 悪意 もま じえずに、 言 いたい ままの 気持ち 

ゝ r\ ゝ 

力ら 

田 居 〔# 「田 居」 は 底本で は 「田舍 匕 とやら へ おりたち 

たい —— 、 

を 反覆した。 

刀自 は、 若人 を 呼び集めて、 

もっと、 きれぬ 糸 を 作り出さねば、 物 はない。 

と 言った。 女た ちの 中の 一 人が、 

それで は、 刀自に、 何ぞ よい 御 思案が —— 。 

されば の —— 。 

昔 を 守る ことば かリ はいかつ いが、 新しい ことの 考え 



いよいよ まも 

愈々 魂 をと り 戻された のか、 と瞻リ ながら、 はら はら 

おも いらつ め また 

して 居る 乳母であった。 唯、 郎女 は復、 秋分の日の 近 

づ いて 来て 居る こと を、 心に と言うより は、 身の 内に、 

そく そくと 感じ 初めて 居た ので ある。 蓮 は、 池の も、 

た つぼみ 

田 居の も、 極度に 長け て、 j: 含の 大きく ふくらん だの も、 

見え 出した。 婢女 は、 今が 刈りし お だ、 と 教えた ので、 

若人た ち は、 皆 手 も 足 も 泥に して、 又 田に 立ち 暮す日 

が 続いた。 

十七 



彼岸 中日 秋分の 夕。 朝曇り 後 晴れて、 海の ように 

，.v かみ どリ な しき 

深 碧に ffl いだ 空に、 昼過ぎて、 白い 雲が 頻りにち ぎれ 

ちぎれに 飛んだ。 其が 門 渡る 船と 見えて いる 内に、 

暴風で ある。 空 は 愈々 青 澄み、 昏 くなる 頃に は、 藍の 

様に 色 濃くな つて 行った。 見 あげる 山の端 は、 横雲の 

空の ように、 茜色に 輝いて 居る。 

おお やまおろし 

大山 嵐。 木の葉 も、 枝 も、 顔に 吹きつけられる 程の 物 

は、 皆活 きて 青かった。 板屋 は 吹き あげられ そうに、 

あお ことごと いお リ 

煽りき しんだ。 若人た ち は、 悉 く郎 女の 廬に 上って、 

刀自 を 中に、 心 を 一 つに して、 ひしと 顔 を 寄せた。 た 

だ 互の 顔の 見える ばかりの 緊張した 気持ちの 間に、 



刻々 に 移って 行く 風。 西から 真正面に 吹きお ろした の 

が、 暫 らくして 北の方から 落して 来た。 やがて、 風 は 

山 を 離れて、 平野の 方から、 山に 向って ひた 吹きに 吹 

そら ざま 

きつけた。 峰の 松原 も、 空 様に 枝 を搔き 上げられた 様 

おへ のぼ 

になって、 悲鳴 を 続けた。 谷から 峰の 上に 生え 上って 

居る 萱原 は、 一様に 上へ 上へ と驩り 昇る ように、 葉 裏 

を 返して 扱き 上げられた。 

家の 中 は、 もう 暗くな つた。 だが まだ 見える 庭先の 明 

リは、 黄に かつきり と、 物の 一つ 一 つ を、 鮮やかに 見 

せて 居た。 

7J C 0^ 、s 
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誰ぞ、 弓 を —— 。 鳴 弦 じ や。 

かべ しろ 

人 を 待つ 間 もなかった。 彼女 自身、 壁 代に 寄せ かけて 

まゆみ 

置いた 白木の 檀弓 をと り 上げて 居た。 

それ 皆の 衆 —— 。 反 閛ぞ。 もっと 声高に —— 。 あつ 

し、 あっし、 それ、 あっし あっし …… 。 

若人た ち も、 一人一人の 心 は、 疾 くに 飛んで 行って し 

まって 居た。 唯一 つの 声で、 警※ 〔# 「馬+ 畢」、 198- 下 

段.？〕 を 発し、 反 した。 

あっし あっし。 

あっし あっし あっし。 

いお リ ふ にょうどう 

狭い 廬の中 を 踏んで 廻った。 脇目から は、 遶道 する 



群れの ように。 

郎女様 は、 こちらに 御座ります か。 

万 法 蔵 院の婢 女が、 息 をき らして 走って 来て、 何時も 

みぎ リ 

なら、 許されて 居ぬ 無作法で、 近々 と、 廬の砌 に 立つ 

て 叫んだ。 

なに —— 。 

皆の 口が、 一 つであった。 

郎女様 か、 と 思われる あて 人が II 、 み 寺の 門に 立 つ 

て 居さつ せる の を 見た で、 知らせに まいりました。 

今度 は、 乳母 一 人の 声が 答えた。 

なに、 み 寺の 門に。 



しずかに しずかに 雲 はおりて 来る。 万 法 蔵 院の香 

く リ ことごと 

殿 • 講堂. 塔婆 • 楼閣. 山門. 僧房 • 庫裡、 悉 く 金 

いちじる 

に、 朱に、 青に、 昼より 著 く 見え、 自ら 光り を 発し 

て 居た。 

よう えい 

庭の 砂の 上に すれすれに、 雲 は 揺曳して、 そこに あり 

ありと 半身 を顕 した 尊者の 姿が、 手に とる 様に 見えた。 

匂い やかな 笑み を 含んだ 顔が、 はじめて、 まともに 郎 

女に 向けられた。 伏し目に 半ば 閉じられた 目 は、 此時、 

すず 

姫 を 認めた ように、 清し く 見 ひらいた。 軽く つぐんだ 

くちびる によしょう 

脣 は、 この 女性に 向うて、 物 を 告げて でも 居る よう 

に、 ほぐれて 見えた。 



正体 もな く 寝た。 身 狭まで が、 姫の 起き 明す 灯の 明り 

を 避けて、 隅の 物陰に、 深い，. 鼾 を 立て はじめた。 

郎女 は、 断れて は 織り、 織って は 断れ、 手が だるくな つ 

て も、 まだ 梭を 放そうと もせぬ。 

だが、 此 頃の 姫の 心 は、 満ち 足ろう て 居た。 あれほど、 

よるよ る おもかげ びと 

夜々 見て 居た 俤 人の 姿 も 見ずに、 安らかな 気持ちが 

続いて いるので ある。 

「此機 を 織り あげて、 はよう あの 素肌のお 身 を、 掩ぅ 

てあげたい。」 

其ば かり 考えて 居る。 世の中に なし 遂げられぬ ものの 

あると 言う こと を、 あて 人 は 知らぬ のであった。 



ちょう ちょ/. つ また また。 

はた はた ちょう …… 。 

おさ 

箴を 流れる ように、 手 もとにく リ 寄せられる 糸が、 動 

かなくな つた。 引いても 扱いても 通らぬ。 箴の 歯が 幾 

こぼ 

枚 も 毀れ て、 糸 筋の 上に かかって 居る のが 見える。 

郎女 は、 溜め 息をついた。 乳母に 問うても、 知るまい _ 

女た ち を 起して 聞いた 所で、 滑らかに 動かす こと はえ 

すま レ 

どうしたら、 よいの だろう。 

姫 は はじめて、 顔へ 偏って かかって 来る 髪の うるさ さ 

を 感じた。 箴の櫛 目を視 いて 見た。 梭も はたいて 見た- 



> 一ろ も 

ああ、 何時に なったら、 したてた 衣 を、 お 肌へ ふく 

よかに お貸し 申す ことが 出来よう。 

くさむら こおろぎ 

もう 外の 叢 で 鳴き 出した、 蟋蟀の 声 を、 瞬間 思い 浮 

ベ て 居た。 

どれ、 およこし 遊ばされ。 こう 直せば、 動かぬ こと 

もお ざるまい —— 。 

どうやら 聞いた 気の する 声が、 機の 外にした。 

あて 人の 姫 は、 何処から 来た 人と も 疑わなかった。 唯、 

そうした 好意 ある 人 を、 予想して 居た 時な ので、 

見て たもれ。 

機 をお りた。 



さと てわざ 

姫の 心 は、 こだまの 如く 聡く なって 居た。 此才 伎の 

ゆきた て 

経緯 は、 すぐ 呑み込まれた。 

織つ てごろう じ ませ。 

姫が、 高 機に 代って 入る と、 尼 は 機 陰に 身 を 倚せ て 立 

つ。 

はた はた ゆら ゆら。 

音まで が、 変って 澄み 上った。 

めと リ おろ た た 

女 鳥の わが おおきみの 織す 機。 誰が 為ね ろか も I 

I、 御存じ 及びで お ざ りましょう のう。 昔、 こう、 

まど 

機 殿の 牕 から のぞきこ うで、 問われた お 方 様が お ざ 

りました つけ。 



ちの 著る 僧伽 梨 と言うの が、 其で お ざり まする。 早 

くお 縫い あそばされ。 

だが、 気がつく と、 やはり 昼の 夢を見て 居た の だ。 裁 

ちきった 布 を 綴り 合せて 縫い 初める と、 二日 もた たぬ 

間に、 大きな 一 面の 綴りの 上帛が 出来 あがった。 

郎女様 は、 月 ごろ かかって、 唯の 壁 代 をお 織りな さ 

れた。 

あったら 惜し やの。 

はりが 抜けた ように、 若人た ちが 声 を 落して 言うて 居 

る 時、 姫 は 悲しみながら、 次の 営み を 考えて 居た。 

もが リ ひつぎ 

「これで は、 あまり 寒々 としてい る。 殯の e の棺 



にかけ る ひしき もの I 喪氈 I、 と や ら 言 う ものと、 

見た目に かわり は あるまい。」 

二十 

もう、 世の 人の 心 は 賢し くな り 過ぎて 居た。 独り 語り 

の 物語りな どに、 信 を うちこんで 聴く 者の ある 害 はな 

かった。 聞く 人の ない 森の 中な どで、 よく、 つぶつぶ 

と 物言う 者が ある、 と 思うて 近づく と、 其が、 語部の 

家の 者だった など 言う 話が、 どの 村で も、 笑い 咄 のよ 

たぎ まの かた リベ 

うに 言われる ような 世の中に な つ て 居た。 当 麻 語部の 



事の 起る ので はない か、 と おどおどして 居た。 だが、 

身 狭 乳母の 計いで、 長老 は 渋々、 夜道 を、 奈 良へ 向つ 

て 急いだ。 

あくる 日、 絵 具の 届けられた 時、 姫の 声 ははな やいで、 

興奮り かに 響いた。 

女た ちの 噂した 所の、 裴裟で si えば、 五十 条の大 衣と 

も 言うべき、 藕 糸の 上帛の 上に、 郎 女の 目 はじつ とす 

わって 居た。 やがて 筆 は、 愉しげに とり 上げられた。 

すみが 

線描き なしに、 うちつけに 絵 具 を 塗り 進めた。 美しい 

彩画 は、 七色 八 色の 虹の ように、 郎 女の 目の前に、 輝 

き 増して 行く。 



姫 は、 緑青 を 盛って、 層々 うち 重る 楼閣 伽藍の 屋根 を 

表した。 数多い 柱 や、 廊の 立ち 続く 姿が、 目赫 くば か 

り、 朱で 彩み あげられた。 むらむらと 靉 くもの は 、組 

青の 雲で ある。 紫雲 は 一筋 長く たなびいて、 中央 根本 

堂と も 見える 屋の 上から、 画きお ろされ た、 雲の上に 

は 金泥の 光り輝く 靄が、 漂い はじめた。 姫の 命 を 搾る 

までの 念力が、 筆の ままに 動いて 居る。 やがて 金色の 

雲気 は、 次第に 凝り 成して、 照リ充 ちた 色 身 —— 現し 

世の 人と も 見えぬ 尊い 姿が 顕 れた。 

郎女は 唯、 先の日 見た、 万 法 蔵院の 夕 の 幻 を、 筆に 追 

うて 居る ばかりで ある。 堂. 塔 • 伽藍す ベ て は、 当 麻 



のみ 寺の ありの 姿であった。 だが、 彩画の 上に 湧き 

くうでん とそつ てんぐう 

上った 宫殿 楼閣 は、 兜 率天宫 のた たずまい さながらで 

あった。 しかも、 其 四十 九重の 宝宫の 内院に 現れた 尊 

そうごう おもかげ 

者の 相好 は、 あの 夕、 近々 と 目に 見た 俤 びとの 姿 を、 

心に 覓 めて 描き 顕 したば かりで あつ た。 

刀自. 若人た ち は、 一刻 一刻、 時の 移る の も 知らず、 

身 ゆるぎ もせずに、 姫の 前に 開かれて 来る 光りの 霞に、 

唯 見 呆けて 居る ばかりであった。 

えま まろ ついい 

郎 女が、 筆 をお いて、 にこやかな 笑い を、 円く 跪 坐る 

此人々 の 背に おとしながら、 のどかに 併し、 音 もな く、 

山 田の 廬堂を 立ち去った 剎那、 心 づく者 は 一 人 もな 



かった ので ある。 まして、 戸口に 消える 際に、 ふり か 

えった 姫の 輝く ような 頰 のうえ に、 細く 伝う ものの 

あつたの を 知る 者の、 ある 訣 はなかった。 

えよう 

姫の 俤び とに 貸す 為の 衣に 描いた 絵 様 は、 そのまま 

曼陀羅の 相 を 具えて 居た にしても、 姫 は その 中に、 唯 

一人の 色 身の 幻 を 描いた に 過ぎなかった。 併し、 残さ 

ま ち 

れた 刀自. 若人た ちの、 うち 瞻る 画面に は、 見る見る • 

す せんじ ゆ ぼさつ 

数千 地 涌の 菩薩の 姿が、 浮き出て 来た。 其 は、 幾人の 

人々 が、 同時に 見た、 白日夢の たぐい かも 知れぬ。 
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